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E議問5tt ~.【て773Z寝 ! 
北陸街道のなごりをとどめる vp mi  : 

浜黒崎の松並木 ; 

江戸時代になって平和が回復し、産業が盛んになると 、
; 各地に町が勃興してきた。これらの町はその性格によって、 ;
j 城下町、市場町、宿場町、門前町、港町などに分けること
: ができる。

まず城下町には、富山、高岡、魚津がある。富山はすで
に室町時代から町になっていたが、戦国時代に水越越前守

; 勝重によって域が作られ、明らかに城下町として性格をも ; 
i ってきた。 ，
h 魚津も室町時代の末には、数百軒の崖並みをなしていた。;
; 戦国時代に魚津誠が築かれて、越中の東の固めの一つにな ; 
; っていたが、戦国の争乱で荒廃し、城がとりこわされたの : 
; ちは、漁港として次第に庶民が移り住んだ。
: 高岡は、古くは関野といっていたが、慶長14年 (609)
: 前田利長が築城するにおよび、城下町として繁栄した。 :
j 今の小矢部市石動は、域下町から宿場町に発展したもの。:
;越中から加賀へ向う北陸街道筋の重要な宿駅として、また、:

小矢部川を利用して年貢米が集荷される藩の御蔵の所在地
: として、成長してきた。

宿場町として、このほか菅笠の産地である福岡をはじめ、:
j大門、 東岩瀬、水橋、滑川、三日市、舟見、入善、泊など ; 
: がある。

その宿場IIIJとして栄えた東岩瀬から、浜黒崎にいたる延 ; 
1 長約8キロにわたって松並木がある。これは、慶長6年 06 : 
' さんhん ' 

: 01)前田利長が、参観交代のときの往路還路に植えた黒松 ; 
; の並木である。道路の両側に、あるいは天を摩し、あるい
i は道路をおおうように傾き、風致ある枝ぶりを見せている。j
l現在、 天然記念物として指定され、大中木あわせて41本残 j 
j っており、まわり 3~ 4 ~ïvのものもあり 、枯れかかってい
j るものや、空洞のできているものなど、いかにも老木の観
; を呈している。みんなで永く保存したいもののひとつであ
j る。昔は歩いて通ったこの街道も拡張舗装され、いまは自
;動車がひんぱんに往きかっている。 :

門前町としては、瑞泉寺の門前に開けた井波町が典型的
; であ右。このほか、伏木は勝興寺、城端は善徳寺、八尾は ; 
: 聞名寺の門前に開けた。 .

港町では、古いもので放生津がある。これは、鎌倉時代 j 
1 から知られていた。氷見は南北朝のころに名がみえている ; 
1 が、放生津、氷見は富山湾漁業の中心地として、また年貢 j
! 米の移港出として栄えた。このほか、四方、東岩瀬、水橋、;
j滑川、魚津などがある。 ; 
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昨年5月28日、天皇・皇后両陛下が全国植

樹祭にご来県のおり、立山町吉峰の県林業試

験場でお手まきされた立山杉は、すくすく育

ち、もう 10l-itあまりに成長し、 4月15日本畑

に床がえされましたO

本畑には、約15主張間隔で植えられ、今年中

には、約20;認に育つということで、すO

(すくすく伸びた立山杉を床がえする作業員)
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みんなの県政

「元
気
に
よ
い
子
供
に
」

の
願
い
を
こ
め
て

県
序
屋
上
に
コ
イ
の
ぼ
り

空
に
泳
ぐ
コ
イ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が
元
気
に
よ
い
子
供
に
ー
ー
と
の
願
い

こ
め
て
、
県
庁
屋
上
で
コ
イ
の
ぼ
り
の
掲
揚
式
が
、
四
月
二
十
五
日
朝
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
富
山
市
内
の
保
育
園
児
約
八
十
人
と
中
田
知
事
ら
が
参
加
し
て
、

大
き
な
真
ゴ

イ、

ヒ
ゴ
イ
と
吹
き
流
し
が
空
高
く
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
み
ん
な
で
元
気
い
っ
ぱ
い
「
コ
イ
ノ
ボ
リ
の
歌
」
を
歌

っ
て
、

五
色
の
風
船
を
空
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

(
コ
イ
の
ぼ
り
の
歌
を
う

qんた
ち
)

.. 

f近早政 三
川1011

制
年
度
の
県
米
作
改
良
選
賞
決
ま
る

二
百
八
十
二
個
人

二

十

七

回

休

を

表

立ゾ

彰

富
山
県
、
県
米
作
改
良
対
策
本
部
、
県
産
米
改
良
協
会
で
は
、
五
月
七
日
午

後
一
時
半
か
ら
県
民
会
館
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
四
年
度
の
県
米
作
改
良
選
賞

の
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
米
作
改
良
優
良
生
産
者
、
米
作
改
良
優
良
指
導
者
、
稲

作
集
団
栽
培
指
導
者
、
水
稲
種
子
優
良
生
産
者
、
米
作
改
良
優
良
生
産
組
合
、

優
良
稲
作
集
団
栽
培
組
合
、
米
作
改
良
優
良
農
業
協
同
組
合
、
産
米
計
画
出
向

優
良
団
体
、
地
力
増
強
推
進
優
良
団
休
な
ど
。
鍋
島
武
雄
さ
ん

(
入
善
町
)
ら

二
百
八
十
二
例
人
と
大
門
町
土
合
第
一
生
産
組
合
ら
二
十
七
団
休
で
す
。

ハ知
事
か
ら
表
彰
状
を
受
け
と
る
鍋
島
さ
ん
)

サ
ケ
マ
ス
漁
船
団
魚
津
か
ら
出
港

魚
津
港
か
ら
四
月
二
十
三
日
午
後
、
県
下
の
北
洋
サ
ケ
マ
ス
漁
船
十
八
隻
が
出
港
し
ま
し

た。
港
に
は
、
留
守
家
族
や
漁
業
関
係
者
、
近
く
の
小
学
生
、
保
育
園
児
ら
約
千
人
が
見
送
る

な
か
、
各
漁
船
と
も
色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
)
に
ぎ
や
か
に
出
港
、
留

守
家
族
ら
は
、
テ
l
プ
を
投
げ
て
別
れ
を
惜
し
み
、
大
漁
を
祈
り
ま
し
た
。

漁
船
団
は
、
北
海
道
根
室
を
拠
点
に
北
洋
上
で
操
業
、
八
月
に
帰
港
す
る
予
定
で
す
。

(出
港
す
る
サ
ケ
マ
ス
漁
船
を
見
送
る
関
守
家
族
た
ち
)

- 4-

B

・G
両
ス
カ

ウ
ト
合
同
大
会

ひ
ら
く

第
十
三
回
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
、
第
七
回
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
合
同
の
富
山
県
大

会
は
、
五
月
三
日
富
山
山

公
会
堂
に
中
田
知
事
(
同

連
盟
長
〉
ら
関
係
者
を
は

じ
め
、
県
下
か
ら
コ
一
千
七

百
人
の
ス
カ
ウ
ト
が
参
加

し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

中
田
連
盟
長
か
ら
県
連

有
効
章
、
感
謝
章
の
贈
呈

の
あ
と
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
精

神
を
誓
い
、
つ
守つ
い
て
い
山

内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
、
大

会
を
終
り
ま
し
た
。

(市
内
を
パ
レ
ー
ド
す
る

ス
カ
ウ

ト
悶
員
た
ち
)

- 5一
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yZZ多dMみんzzdのフ!7T---...
て出水期をひかえ

融
雪
・
梅
雨
前
線
・

わ
が
国
は
、
内
く
か
ら
災
需
王
国
と
い
わ
れ

る
く
ら
い
各
種
の
災
古
に
見
舞
わ
れ
、
栴
雨
時

と
も
な
る
と
水
需
は
ト
昨
年
ど
こ
か
で
起
り
、
川

に
は
大
惨
事
と
な

っ
て
尊
い
人
命
と
財
産
を
奪

う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

近
年
、社
会
、
経
済
の
発
達
に
と
も
な
い
、
人

n
の
増
加
、
土
地
の
開
発
等
が
急
激
に
進
み
、

め
、
県
内
各
河
川
に
つ
い
て
危
険
な
カ
所
、
予

相
心
さ
れ
る
被
市
内
等
を
く
わ
し
く
調
査
し
、
防
ぎ

ょ
対
策
や
ぷ
防
活
動
に
必
要
六
資
材
、
m
市川村、

水
門
、
水
防
余
席
、
タ
ム
を
事
前
に
点
検
し
、

整
備
拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

水
防
関
係
諸
機
関
の
責
任
と
分
野
を
明
確
に

し
て
、
水
防
に
必
要
な
竺
成
、
通
信
一
点
的
相
、
輸

送
関
係
機
関
の
活
動
相
互
間
の
応
援
等
の
運
何

と
実
施
に
つ
い
て
、
大
綱
を
定
め
る
富
山
県
水

防
計
画
を
策
定
し
、
県
庁
の
川
川
課
に
水
防
本

部
を
置
い
て
、
市
町
町
及
び
水
防
組
合
な
ど
と

連
絡
を
と

っ
て
、
水
防
活
動
が
円
滑
に
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
努
め
、
非
常
事
態
に
対
処
し
て
お

り
ま
す
っ

..1#'に -. 畠ら晶 ?・
勺伊 ? 守芝、に九，*-. : ~. - 挽 雀

.-，.-.... "":i.n' .."，"*'ゆ.場..， .， "̂....... 
二守?可ら a、 司 型_... . 

44年 8月豪雨の地すべりで倒壊した民家(犬山町地内〉

台
風
時
期
に
注
意

従
来
、
住
宅
に
適
し
な
い
所
で
本
開
発
さ
れ
、

住
宅
が
浩
成
さ
れ
、
ひ
と
た
び
被
害
が
生
ず
れ

ば
、
そ
の
科
度
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
い

ま
す
。

被
災
額
は
、
年
々
莫
大
に
な

っ
て
お
り
、
昭

和
四
十
四
年
度
中
の
建
設
有
関
係
の
全
国
の
災

宣
伝
、

。

に

し

て

約

五

件

、
復
山
額
に

L

" 

て
約
一
千
億
円
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

対
策
、
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
善
の
努

力
を
つ
く
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

を
通
じ
て
万
全
の
防
災
対
策
と
い
う
も
の
は
な

か
な
か
見
当
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

時
の
環
境
条
件
に
合
わ
せ
て
適
切
な
方
法
を
選

び
、
処
置
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

水
害
の
発
生
は
、
多
量
の
降
雨
が
原
因
で
あ

る
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
雨
の
降
り
方
に
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
、
短
時
間

の
う
ち
に
集
中
的
に
局
地
的
に
烈
し
い
雨
が
降

っ
た
り
、
降
り
方
は
そ
れ
ほ
ど
激
し
く
な
く
と

も
、
長
期
間
、
長
時
間
に
わ
た
り
降

っ
た
り
す

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
季
節
、
地
形
、

そ
の
他
の
影
響
に
よ

っ
て
も
か
な
り
異
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
県
に
お
け
る
河
川
の
出
水
時
期

を
分
け
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
第
一
期
:
:
:
融
雪
時
期
(
三
月
J
四
月
)

。
第
二
期
:
:
:
梅
雨
前
線
に
伴
う
集
中
豪
雨
に

よ
る
山
本
(
六
月
J
七
月
)

。
第
三
期
:
・
:
台
風
が
伴
う
豪
雨
に
よ
る
出
水

(
八
月
J
九
月
)

急
流
河
川
が
多
い
富
山
県

六
月
か
ら
七
川
に
か
け
て
、
全
国
的
に
悔
雨

期
に
人
り
ま
す
が
、
木
県
に
お
い
て
は
、
二
と

し
は
三
川
に
人

っ
て
か
ら
の
山
岳
部
の
降
雪
と

異
常
低
温
の
た
め
、
融
引
が
遅
れ
、
そ
の
た
め

異
常
降
雨
が
あ
れ
ば
、
各
川
川
は
増
水
し
、
犯

雌
や
土
砂
流
に
よ
る
水
宵
を
引
き
起
し
ゃ
す
い

年
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、
木
県
の
よ
う
に
数
多
く
の
急
流

fv
 

ひ
と
り
ひ
と
り
が
不
断
の
努
力
を

みんなの県政

こ
の
よ
う
に
安
全
を
保
つ
た
め
に
、
水
防
の

万
全
を
図

っ
て
お
り
ま
す
が
、
水
防
は
、
消
防

機
関
等
に
頼
り
き
り
で
は
、
万
全
を
期
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

過
去
に
も
、
各
地
を
襲
っ
た
豪
雨
に
際
し
、

特
に
都
市
河
川
に
お
い
て
河
川
の
管
理
が
不
十

分
な
た
め
、
災
害
を
誘
発
し
た
り
助
長
し
た
事

例
も
あ
り
、
今
後
河
川
管
理
を
強
化
し
、
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
措
置
を
行
な
う
と
と

も
に
、
併
せ
て
河
川
の
美
観
を
保
つ
よ
う
、
に
努

め
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
守

っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
流
水
の
政
通
を
妨
げ
た
り
、
河
川
の
美
観

を
そ
こ
ね
る
よ
う
な
ゴ
ミ
、
そ
の
他
廃
物
、

汚
水
の
投
棄
を
し
な
い
こ
と
。

②

庭
防
に
み
だ
り
に
杭
等
を
打
込
ん
だ
り
、

耕
作
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
無
断
で
物
件
を

堆
積
、
築
造
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

③
無
断
で
土
石
、
庭
石
等
を
採
取
し
、
特
に

堤
防
附
近
の
も
の
を
堀
起
し
た
り
、
護
岸
に

障
害
を
与
え
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
こ

ル」
。

④
出
水
時
に
お
い
て
堤
防
、
河
川
構
造
物
等

の
破
損
ま
た
は
危
険
ケ
所
を
発
見
し
た
と
き

は
、
直
ち
に
最
寄
り
の
市
町
村
役
場
、
ま
た

は
関
係
土
木
事
務
所
に
連
絡
す
る
こ
と
。

⑤
用
排
水
路
等
へ
の
逆
流
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
は
、
直
ち
に
用
水
管
理
者
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
水
門
等
を
閉
塞
す
る
こ
と
。

水
害
は
、
全
国
各
地
の
ど
こ
か
を
襲

っ
て
甚

生生しい8月豪雨の瓜あとも、完成間近い県道立山公園線 (立山町千垣地内)

大
な
損
害
が
与
え
て
お
り
ま
す
。

「
本
害
は
、

毎
年
必
ず
起
る
も
の
で
避
付
ら
れ
な
い
」
と
、

あ
き
ら
め
的
な
見
方
を
す
る
人
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
が
不
断
の
努
力
に

よ

っ
て
、
こ
れ
を
防
ぎ
、
あ
る
い
は
災
害
を
受

け
た
場
合
で
も
、
そ
の
被
害
を
最
少
限
に
と
ど

--v 

河
川
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
上
流
で
の
融
雪
、

ま
た
は
集
中
豪
雨
に
よ
る
出
水
が
非
常
に
短
期

間
で
下
流
に
到
達
す
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
危
険

性
が
大
き
い
わ
け
で
す
。

傷
あ
と
大
き
い
八
月
豪
雨
災
害

昨
年
の
八
月
上
旬
に
県
東
部
を
襲

っ
た
集
中

豪
雨
(
一
時
間
の
雨
量
九
十
二
段
)
に
よ

っ

て
、
県
東
部
の
各
河
川
、
谷
川
が
瞬
時
に
し
て

氾
濫
し
、
土
砂
崩
れ
、
山
地
の
崩
壊
、
虎
防
の

欠
壊
、
家
屋
の
倒
壊
、
農
地

・
道
路

・
橋
梁
の

流
失
、
交
通
通
信
網
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
に

多
大
な
被
害
を
あ
た
え
、
災
害
救
助
法
を
三
市

六
町
村
に
適
用
し
、
そ
の
被
害
総
額
は
、
約
二

百
四
十
一
億
円
と
い
う
莫
大
な
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
惨
状
は
、
今
な
お
私
ど
も
の
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

H
頃
水
か
ら
の
大
き
な
恩
恵
を
受
け
る
反

面
、
本
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
復
旧
に
園
、
以
、
山
町
村
は
、
全
h
M
を

つ
く
し
応
急
処
置
は
、

一
応
終

っ
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
の
傷
あ
と
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
ま

だ
完
全
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
昭
和
四
卜
五
年
度

中
に
は
、
そ
の
約
七
十
五
が
を
復
旧
す
る
よ
う

努
刈
中
で
あ
り
ま
す
。

-6-

水

防

対

策

県
で
は
、
県
本
防
木
部
を
小
心
に
建
設
名
、

気
象
台
、
各
沿
岸
市
町
村
の
水
防
管
理
団
体
、

そ
の
他
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に
、
水市ぃ一口を

防
ぎ
ょ
し
、
不
宇
に
も
水
市
山
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
被
討
を
円
以
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
平
時
か
ら
備
え

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
人
I

一
度
本
書
の
恐
し
さ

悲
惨
さ
を
怨
い
起
し
、
県
民

一
九
と
な

っ
て
米

る
べ
き
出
水
期
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨

気
象
用
誌
と
し
て
は
な
か

っ
た
の
で
す

一
が
、
昭
和
三
十
三
年
六
月
島
根
県
の
狭
い

一
地
域
に
、
一
日
二
百
片
山
も
の
局
地
的
た
大

一
雨
が
降

っ
た
の

で
、
こ
の
時
、
は
じ
め
て

「
集
中
豪
雨
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま

し
た
。

梅
雨
前
線

気
候
が
春
か
ら

μ
に
か
わ
る
と
き
、
冷

一
め
た
い
大
陸
の
高
気
圧
が
だ
ん
だ
ん
北
方

に
退
却
し
は
じ
め
、
件
質
の
違

っ
た
暑
い

一

ωっ
た
大
平
洋
高
気
圧
が
潜
り
込
ん
で
、

一
両
高
気
圧
の
聞
に
出
来
る
不
連
続
線
の
こ

一
と
を
、
梅
雨
前
線
と
い
い
、
な
お
、
こ
れ

一
が
日
本
木
土
附
近
で
お
し
つ
お
さ
れ
っ
す

一
る
と
、
そ
の
前
線
附
近
は
多
量
の
雨
が
降

り
ま
す
。

湿
舌

(
し
つ
ぜ
つ

)

市
方
の
海
か
ら
、
熱
と
水
蒸
気
を
た
く

一
さ
ん
含
ん
で
湿
め

っ
た
、
し
か
も
暖
か
な

一
気
流
が
日
本
本
土
附
近
に
あ
る
梅
雨
前
線

一
に
向

っ
て
、
人
間
の
汗
の
よ
う
な
形
で
人

一
り
こ
ん
で
く
る
気
流
を
い
い
ま
す
。

そ
し
て
衝
突
地
点
の
狭
い
地
域
に
、
猛

一
烈
な
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。
集
中
豪
雨
の
発

一
生
は
こ
の
時
起
き
ま
す
。

- 7一
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みんなの県政

い
ぜ
ん
と
多
い
飲
酒
運
転

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
っ
と
歩
行
者
の
保
護
を

歩
行
者
は
も
っ
と
安
全
意
識
を

い
ぜ
ん
と
多
い
飲
酒
運
転

四
月
六
円
か
ら
全
国

一
斉
に
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
た
、
春
の
交
通
安
全
運

動
は
、
県
内
で
の

ベ
九
千
三
百
人
の

警
察
官
、
五
万
千
三
百
七
十
二
人
の

関
係
者
が
参
加
し
て
、
四
月
十
五
日

終
り
ま
し
た
。

去
年
は
、
五
月
十
一
日
か
ら
二
十

日
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
こ
の
運
動

は
、
こ
と
し
は
、
新
入
学
者
、
新
就

職
者
の
交
通
事
故
が
例
年
最
も
多
い

こ
の
時
期
に
、
合
わ
せ
て
、
実
施
さ

れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
は
ズ
パ
リ
い

っ
て
、
と
り
た
て
て
好
成
績
と
は
い

え
な
い
も
の
で
し
た
が
、
以
下
、
今
年

の
特
徴
を
な
が
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
表
か
ら

も
わ
か
る
よ
う

に
、
事
故
件
数

が
、
昨
年
同
期
と

の
比
較
で
減

っ
て

い
ま
す
。

例
年
こ
の
時
期

が
、
交
通
事
故
多

発
の
傾
向
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
運
動
の
開
始

直
前
に
お
け
る
事

運動期間中の交通事故

区 分 |年|件数(死者|傷者

月6-l45|
165 

15日の交通事故 44 210 

者吋::[
51 

お
51 49 

もこと叶 45| 19 

7J:_ 故 44 39 40 

事一般]!! 22 

14 13 
故

!I-lillo)'!>''&] !! . 7 

14 

輔

亘
書
一
夜
明
会
主
芯

上
手
に
使
っ
て
家
庭
生
活
を
高
め
、

明
る
い
家
庭
を
営
ん
で
生
活
の
基
盤

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

一
つ
に
は
、
私
達
の
貯
蓄
は
、
社

会
資
本
の
蓄
積
と
な
り
、
産
業
の
発

展
の
基
盤
と
も
な

っ
て
い
る
の
で

す。

貯

蓄

と

は

私
達
、
が
家
庭
生
活
を
営
ん
で
ゆ
く

う
え
に
、
ム
ダ
を
省
い
て
、
ミ
エ
を

捨
て
、
お
金
を
貯
め
る
。

あ
る
い

は
、
家
計
の
き
り
も
り
を
上
手
に
し

て
残
っ
た
も
の
を
貯
め
て
お
い
て
将

来
に
備
え
る
。
こ
う
し
た
貯
金
が
も

っ
と
も
素
朴
な
青
山
味
に
お
け
る
貯
蓄

で
す
。し

か
し
、
た
だ
単
に
お
金
を
た
め

る
だ
け
が
貯
蓄
で
は
な
く
、
こ
れ
を

れ峨鍾旗下品

貯
蓄
の
目
的

貯
蓄
に
関
す
る
世
論
調
査
を
み
ま

す
と
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

一
病
気
や
不
時
の
災
害
の
備
え
と

貯
蓄
で
明
る
い
明
日
を
:
・
・
:

貯
金
は
こ
の
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の

身
近
で
お
役
に
た
っ
て
い
ま
す
。

情娩が.つ

みんなの県政

軒Lい学績が生車れ轟a地b''t'~ る

畠
朝
酔
婦
が
骨
M
U
る

イ
今
ヱ

t
Mn量
る

.
，
聞
か
け
糠
ae

ダ

h
V
T
-
e
-
-

量珊
軒
母
返
品
九
稔

喧

e
M
F
先
4

・4塩
事

つ

故
の
小
康
状
態
が
、
そ
の
ま
ま
続
い

た
こ
と
は
、
多
少
な
り
と
も
運
動
の

効
果
が
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
で
し
ょ

〉
勺
ノ
。

と
は
い
う
も
の
の
、
や
は
り
、
こ

の
運
動
期
間
中
に
百
四
十
一
件
の
事

故
が
発
生
し
、
四
人
の
死
者
と
百
六

十
五
人
の
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
県

民
総
ぐ
る
み
の
体
制
の
も
と
、
家
庭

や
学
校
や
職
場
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
ま

す
と
、
多
少
の
件
数
の
減
少
も
、
満

足
な
結
果
で
あ
っ
た
と
は
、
と
て
も

い
い
切
れ
な
い
の
で
す
。

運
動
期
間
中
に
お
き
た
事
故
を
、

分
析
し
て
み
ま
す
と

ー
、
ド
ラ
イ
バ
ー
全
体
と
し
て
は
、

い
ぜ
ん
と
し
て
安
全
運
転
の
注
意

心
が
足
り
な
か

っ
た
。

2
、
歩
行
者
や
、
自
転
車
乗
り
な
ど

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
、

一
般
的
に
不
足
し
て
い
た
。

3
、
飲
酒
運
転
が
い
ぜ
ん
と
し
て
あ

と
を
絶
た
な
か

っ
た
。

4
、
歩
行
者
の
安
全
意
識
が
低
い
。

と
び
出
し
、
正
し
く
な
い
自
転
車

ι 

し

て

八

一

・
四

%

二
子
供
の
教
育
費
や
結
婚
資
金
に

あ

て

る

た

め

五

七

・
二

%

三
土
地
家
屋
の
買
い
入
れ
や
新
築

修
理
、
改
築
の
た
め
三
六

・
六

%

四
老
後
の
生
活
の
た
め三

六

・
六

%

五

ま

と

ま

っ
た
金
額
の
物
品
を
購

入

す

る

た

め

一

0
・
四

%

六
と
く
に
目
的
は
な
い
が
、
貯
蓄

し
て
い
れ
ば
安
心
だ
か
ら

二
六

・
一
%

こ
れ
は
、
家
族
を
み
ず
か
ら
の
手

で
守
り
、
将
来
に
備
え
る
た
め
貯
蓄

し
て
い
る
こ
と
を
、
物
語
る
も
の
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

貯
蓄
の
考
え
方

貯
蓄
に
関
す
る
世
論
調
査
に
よ
り

ま
す
と
、

一
貯
蓄
は
い
く
ら
か
、
余
裕
が
あ

れ
ば
し
た
方
が
よ
い
四
二

・
三

%

二
貯
蓄
の
た
め
に
は
、
あ
る
程
度

や
り
く
り
す
る
の
も
、
や
む
を
得

な

い

三

二

・
九

%

三
貯
蓄
は
必
要
だ
か
ら
、
相
当
無

理
し
て
で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

一

九

・
四

%

四
ま
ず
毎
日
の
生
活
を
楽
し
む
こ

と

を

考

え

た

い

四

・

八

%

貯
蓄
目
標
額

本
県
の
昭
和
四
十
四
年
度
の
貯
蓄

増
加
目
標
額
は
、
七
百
八
十
億
円
で

の
乗
り
方
な
ど
が
、
事
故
原
因
の

大
半
を
占
め
て
い
た
。

子
供
と
老
人
を
守
ろ
う

こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
い
え
る
こ

と
は
、
ひ
と
り
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
を

責
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
全

般
的
に
交
通
マ
ナ
l
の
認
識
が
不
十

分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
四
人
の
死
者
は
、
全
部
歩

行
者
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
人
は
老

人
で
あ

っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
強
く

運
転
者
に
反
省
を
う
な
が
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
に
お
い
て
は
、
も

っ

と
交
通
安
全
に
つ
い
て
家
族
で
十
分

に
話
し
合
う
場
を
持
ち
、
老
人
や
子

供
は
絶
対
ひ
と
り
で
外
山
(
と
く
に

夜
間
)
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
お
た
が

い
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

(
交
通
安
全
室
)

。
あ
り
ま
し

3
そ
の
貯
蓄
目
標
達

成
額
は
、
九
百
五
十
二
億
円
と
好
調

で
ゴ
コ
了
一
%
の
達
成
率
で
し

た
。こ

の
よ
う
に
本
県
の
貯
蓄
率
は
、

全
国
的
に
も
上
位
に
あ
り
、
県
民
の

堅
実
な
消
費
生
活
の
あ
ら
わ
れ
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
貯
蓄
目
標
額

は
、

一
千
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

貯

蓄

運

動

県
と
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
が
一
体

と
な
り
、
県
民
の
方
に
貯
蓄
の
推
進

を
と
お
し
て
、
明
る
い
家
庭
、
健
全

な
社
会
を
築
く
た
め
、
六
月
一
日
か

ら
六
月
二
十
日
を
六
月
特
別
運
動
、

十
月
八
日

J
十
月
十
七
日
ま
で
を

「
貯
蓄
の
日
」
強
調
特
別
運
動
、
十

二
月
一
日
J
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

を
、
歳
末
特
別
運
動
と
定
め
、
県
民

の
方
々
に
貯
蓄
思
想
の
高
場
を
、
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

勤
労
青
少
年
に
対
す
る
貯
蓄
心
の

酒
養
も
大
切
な
こ
と
で
、
日
常
生
活

に
計
画
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
非

行
防
止
の
一
助
と
も
な
り
ま
す
。

あ
る
作
家
は
、

「
非
行
少
年
の
持

た
な
い
も
の
は
、
唯
一
つ
貯
金
通
帳

で
あ
る
」
と
い

っ
て
い
ま
す
。

私
達
一
人
一
人
が
責
任
を
も
ち
、

将
来
に
備
え
て
計
画
的
に
貯
蓄
す
る

心
構
え
を
も
ち
、
こ
れ
を
実
行
す
る

よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。
(
地
方
課
)

無理な追越しによる事故が多い

川
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
郷
土
富

川
山
県
が
、
よ
り
豊
か
で
、
よ
り
快

川
適
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願
う
の
は
、

川
県
民
の
誰
し
も
が
考
え
て
い
る
こ

川

と
で
す
。
こ
う
し
た
県
民
の
期
待

酬

を
実
現
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

酬

開
発
計
画
の
策
定
や
、
そ
の
実
施

川

促

進
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
の

ゴ

が
、
開
発
課
で
す
。

紹

具
体
的
に
は
、
富
山
・

高
同
新

構

産
業
都
市
建
設
、
中
部
圏
都
市
開

機

発
、
北
陸
開
発
、
日
本
海
沿
岸
地

の

帯
振
興
な
ど
の
計
画
策
定
と
そ
の

推
進
、
ま
た
、
辰
近
社
会
問
題
と

f
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
人

県

口
流
出
に
悩
む
山
村
や
過
疎
地
域

川

の
振
興
の
た
め
の
、
産
業
振
興
、

川

交
地
通
信
対
策
、
集
落
再
編
成
な

川

ど
の
仕
事
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

川

さ
ら
に
、

今
年
度
新
た
に
消
費

州

生
活
係
を
設
け
、
物
価
対
策
の

一

川

環
と
し
て
消
費
者
の
背
情
処
理
、

川

消
費
者
教
育
、
消
費
生
活
展
覧
会

川

な
ど
の
消
費
者
対
策
を
進
め
る
ほ

川

か
、
四
十
六
年
度
に
計
画
し
て
い

川

る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
、
設
置

川

準
備
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

川

す。

- 8ー

総
合
計
画
部開

発
課

富
山
保
護
観
察
所

川

こ
の
世
の
中
か
ら
犯
罪
を
追
放

馴

し
て
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
|

州

こ
れ
を
理
想
と
し
た
新
し
い
刑
事

州

政
策
の
一
環
と
し
て
、
大
き
な
使

酬

命
を
に
な
っ
て
生
れ
た
の
が
、
更

州

生
保
護
制
度
で
す
。

州

こ
の
第
一
線
機
関
と
し
て
、
保

州

議
観
察
所
が
あ
り
ま
す
。

川

そ
の
仕
事
は
、
保
護
観
察
官
と

州

そ
の
他
の
職
員
の
ほ
か
、
常
勤
で

酬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
家
公
務
員

酬

で
あ
る
保
護
司
の
協
力
に
よ
っ
て
、

介

裁
判
所
で
保
護
観
察
に
付
さ
れ
た

い

者
、
仮
釈
放
さ
れ
た
者
な
ど
に
対

部

す
る
保
護
観
察
を
行
な
っ
て
い
ま

唱

す
。
ま
た
犯
罪
者
や
非
行
者
を
つ

川

く
り
出
す
よ
う
な
社
会
環
境
を
、

制恨

み
ん
な
の
力
で
少
し
で
も
な
く
そ

t
う
と
す
る
、
犯
罪
予
防
活
動
や
、

:

恩
赦
の
上
申
な
ど
も
、
こ
の
人
た

出

ち
の
仕
事
で
す
。

の

こ
れ
に
は
、
社
会
の
各
層
の
理

l
解
あ
る
人
々
の
協
力
を
得
て
い
ま

匡

す
。
犯
罪
者
の
中
に
は
、
愛
情
、

酬
と
く
に
母
性
愛
の
欠
除
、
あ
る
い

酬
は
家
庭
の
不
調
和
な
ど
に
よ
る
犯

州
罪
の
多
い
現
状
か
ら
見
て
、
婦
人

川
の
立
場
か
ら
社
会
奉
仕
と
愛
の
精

川

神
で
、
犯
罪
の
予
防
と
更
生
に
役

州
立
た
せ
よ
う
と
、
更
生
保
護
婦
人

刷
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
罪
を
犯

馴

し
た
り
、
犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
少

川

年
や
少
女
た
ち
の
よ
い
兄
さ
ん
姉

州

さ
ん
に
な

っ
て
、
彼
等
を
不
幸
か

馴

ら
救
お
う
と
す
る
、
学
生
を
含
め

川

た
地
域
の
篤
志
青
年
た
ち
の
団
体

酬

と

し
て
、
B
・
B
・
S
会
な
ど
が

酬

あ
り
ま
す
。
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富
山
新
港
二
号
岸
壁
に
四
月
二
十
四
日
、
日
本
海

側
最
大
の
マ
ン
モ
ス
ク
レ
ー
ン
(
橋
型
水
平
引
込
式

ア
ン
ロ
ー
ダ
l
〉
一
基
、
四
号
岸
壁
に
重
量
物
ク
レ

ー
ン
一
基
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ン
モ
ス
ク
レ
ー
ン
は
、

一
叫
間
あ
た
り
四

百
五
十
ゾ
の
仰
揚
げ
能
力
が
あ
り
、
建
設
費
は
一
億

九
千
五
百
四
十
万
円
。
い
ま
ま
で
県
内
で
最
大
だ

っ

た
伏
木
港
の
マ
ン
モ
ス
ク
レ
ー
ン
(
三
百
十
五
ゾ
)

に
比
べ
、
大
き
な
能
・刀
を
発
揮
、
主
に
ば
ら
荷
揚
げ

(
鉱
石
な
ど
)
に

重
量
物
ク
レ
l

能
力
が
あ
り
、
主

用
さ
れ
、
三
千
三

七
月
末
に
は
、

モ
ス
ク

レ
ー
ン
一

に
敷
設
し
て
あ
る

か
ら
、
向
揚
げ
作

り
ま
す
。

使
用
さ
れ
ま
す
。

ン
は
、

一
度
に
六
十
ゾ
の

に
木
材
な
ど
の
州
場
げ
作

十
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。業 1'，;j
に揚
{安げ

一
号
岸
壁
に
さ
ら
に
同
型

基
を
増
設
し
、
富
山
新
港

レ
l
ル
の
上
を
往
復
し
て

業
に
威
力
を
発
揮
す
る
こ

の
マ

ン

。'-'R三

八陛
月 1:

と
に
な

場調阪

.今~

/ 

d・

一

. 
% 



みんなの県政

iあなたのコ{労相主;いあなた;のコーナ?ι あなたのコ…ナ-司

聞
こ
う
知
ろ
う
確
か
め
よ
う

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
。
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
出
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

圃答

お
尋
ね
の
、
既
設
建
物

の
便
所
を
改
善
し
て
、
水
洗

便
所
に
し
、
し
尿
浄
化
そ
う

を
設
け
る
場
合
、
し
尿
浄
化

そ
う
設
置
屈
を
保
健
所
に
提

• 出
す
る
よ
う
、
清
掃
法
に
定
め
て
あ

り

ま

す

。

こ
の
手
続
き
が
終

っ
た
後
、
工
事

に
着
工
さ
れ
、
し
ゅ
ん
工
検
査
が
済

ん
で
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
下

支」い
。

一
般
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
し

尿
浄
化
そ
う
は
、
水
洗
便
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
汚
水
の
み
を
、
生
物
化
学

的
に
汚
染
物
を
除
い
て
消
毒
し
た

後
、
環
境
衛
生
上
や
利
水
上
に
支
障

の
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
水
域

(河

川
な
ど
)
に
放
流
す
る
も
の
で
す
。

従
っ
て
、
思
臭
を
山
さ
な
い
た
め

に
は
、
浄
化
そ
う
の
構
造
や
機
能
を

良
く
知
り
、
正
し
い
利
用
方
法
に
十

分
注
意
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
が
、

維
持
管
理
の
で
き
な
い
方
は
、
市
町

村
に
維
持
管
理
業
者
を
許
可
し
て
お

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
業
者
に
委
託
さ

れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

利
用
上
注
意
す
べ
き
主
な
点
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
洗
浄
水
は
、
用
便
の
前
後
に
な

る
べ
く
多
量
に
流
す
よ
う
に
す

る。
二
、
落
し
紙
は
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ベ

l

パ
ー
な
ど
、
水
に
溶
け
易
い
も
の

を
使
用
す
る
。

三
寸
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
や
、
脱
脂

綿
な
ど
を
便
器
内
に
捨
て
な
い
。

四
、
便
器
の
同
削
除
に
際
し
、
埠
酸
、

硝
酸
、
消
毒
薬
な
ど
を
使
用
し

て
、
中
に
流
し
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。

五
、
送
気
孔
を
閉
そ
く
さ
せ
な
い
な

ど
、
通
気
を
良
く
す
る
。

な
お
、
最
近
し
尿
浄
化
そ
う
の
メ

ー
カ
ー
が
多
い
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
も
よ
り
の
保
健
所
、
ま
た
は
、

県
庁
環
境
衛
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

植
物
に
と

っ
て
、
六
J
七
月
は
、

一
番
成
長
し
や
す
い
季
節
で
あ

る
反
面
、
病
虫
害
の
発
生
し
や
す

い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
市
街
地
な
ど
に
お

除

い
て
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

防

リ
の
被
害
が
多
く
発
生
し
て

の

い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

リ

注
意
し
て
下
さ
い
。

ト

ア
メ
リ
カ

ヒ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
と
は

ロ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

シ

は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
日

カ

本
に
入

っ
て
き
た
害
虫
で
、

リ

幼
虫
は
サ
ク
ラ
、
プ
ラ
タ
ナ

メ

ス
を
一
番
に
好
み
、

マ
ツ
、

ア

ス
ギ
、
ソ
テ
ツ
以
外
は
ほ
と

ん
ど
の
植
物
の
葉
を
食
べ
、
繁
殖

能
力
の
旺
盛
な
大
害
虫
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
虫
は
、
前
ば
ね
の
長
さ
が
一

・
五
誇
程
の
蛾
で
、
植
物
の
葉
に

五
月
ご
ろ
千
粒
前
後
も
の
卵
を
か

答

県
で
は
、
引
揚
者
給
付
金
受
付

簿
、
特
別
交
付
金
受
付
簿
及
び
富
山

県
未
州
還
者
名
簿
な
ど
を
調
べ
ま
し

た
が
、
該
当
者
が
見
当
り
ま
せ
ん
。

読
者
の
方
で
も
し
、
高
松
芳
人
さ

。〉

，
、，、

園
V
4・
司

井
波
町
は
、
南
北
朝
時
代
の
明
徳

4

元
年
(
二
二
九

O
)
本
願
寺
五
代
目

‘E
F

し

や
ど

に
よ

-
h
 
..
 
，

の
紳
如
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
瑞
泉

国

aaF
，

寺
の
門
前
町
と
し
て
発
達
し
、
彫
刻

'
'
F

4
4，

の
町
と
し
て
今
に
栄
え
て
い
る
。
井

圃
F

園
周

4.‘‘

，

園

町

、

，

，

波
彫
刻
は
、
瑞
泉
寺
の
再
建
に
あ
た

-m

M・
闘

っ
て
、
京
都
か
ら
名
工
の
ほ
ま
れ
高

圃
F
ν
E
P
1

4
・
・
司

い
本
願
寺
御
用
彫
刻
師
の
前
川
三
四

圃
・
・
唱
司

郎
を
招
い
た
お
り
、
加
賀
藩
御
用

a-'

大
工
の
番
匠
屋
九
代
円
、
田
村
七
左

1
M
M
M
M
l
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
:
:
:
J
エ
門

が
師
事
し

二

私

の

一

グ

窓

甘

と

主

長

一
て
、
そ
の
奥
義
を

…
一
座

右

銘

一

-d

H
〈

ミ

5
4

…
修
得
し
た
の
に
始

私
は
番
匠
屋
宗
家
に
生
ま
れ
た
関
係
上
、
お
の
ず

…
ま
る
と
い
う
。

刊

か
ら
宗
家
と
し
て
、
業
界
の
指
導
的
立
場
に
立
た
ざ

そ
の
元
祖
、
番

る
を
得
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
仕
事
の
面
だ
け
で
な

一

…
く
、
人
間
的
に
も
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
業
界
の
人

…
匠
屋
十
五
代
目
を

か
ら
相
談
役
や
、
も
め
ご
と
の
ま
と
め
役
に
と
す
ぐ

…
継
ぐ
、
田
村
興
八

…

引
っ
ぱ
り
出
さ
れ
ま
し
て
ネ
。
い
ろ
い
ろ
や
か
ま
し

…
郎
さ
ん
(
本
名
勝

…
く
い

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
H
H

こ
わ
い
お
や
じ
d

に

…
二
、
六
十
才
)
を

い
な
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
私
の
信
条
と
し
て
い
る

グ
忍
州
と
主
長
d

を
若
い
方
々
に
も
強
く
持
て
、
と

…
訪
ね
た
。

指
導
し
て
き
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
仕
事
に
は
、
忍
耐

…

小
学
校
の
こ
ろ

一
強
く
、
思
っ
た
こ
と
は
や
り
通
せ
、
と
強
い
信
念
を

…
か
ら
、
父
親
の
仕

…
強
調
し
て
い
ま
す
。八
方
美
人
で
は
い
け
な
い
と
ネ
。

…
事
を
手
伝
っ
て
育

寸

い
ま
、
井
波
彫
刻
は
時
代
の
脚
光
を
あ
び
、
本
県

…

…

の
彫
刻
の
よ
さ
が
新
し
い
も
の
に
変
る
傾
向
に
あ
る

一
勺
た

凹
村
さ
ん

…
む
き
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
古
い
も
の
の
伝
統
を
守

…
は
、
中
学
に
進
む

…
り
つ
つ
、
新
し
い
技
術
を
と
り
入
れ
て
、
新
旧
の
調

…
こ
ろ
に
な
る
と
、

…
和
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

、

j

j
:
'山
口
分
を
取
り
巻
く

み ん な の 県政

③ 町間四覇m・

周
囲
の
環
境
が
、
自

分
に
何
を
要
求
し
て

い
る
か
を
知
る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
彫
刻

師
に
な
る
こ
と
が
た

ま
ら
な
く
イ
ヤ
だ
っ

た
。
そ
し
て
幾
度
も

反
発
を
試
み
た
。
し

か
し
、
か
日
本
の
生

ん
だ
文
化
の
伝
統
を

残
す
の
は
、
そ
の
時

代
に
生
ま
れ
た
も
の

の
義
務
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
う
だ
、
井

波
彫
刻
を
守
り
、
番

匠
屋
の
の
れ
ん
を
守

ら
ね
ば
d

と
い
う
考
え
に
固
ま
る

と
、
あ
と
は
先
祖
に
負
け
な
い
作
品

を
残
そ
う
と
、
若
い
情
熱
を
か
け
る

よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

そ
の
せ
い
か
、
日
展
作
家
(
工
芸

部
門
)
が
同
町
か
ら
輩
出
し
始
め
た

と
き
も
、
日
展
に
は
円
も
く
れ
ず
、

十
五
代
日
の
伝
統
と
の
れ
ん
を
守
り

続
け
、
業
界
の
指
導
者
と
し
て
、
ノ

ミ
一
本
に
打
ち
こ
ん
で
き
た
。

こ
の
伎
能
一
筋
が
認
め
ら
れ
、
四

ノ
ミ
一
本
に
情
熱
を
か
け
、
仲
打
波
ト
ホ
彫

の
元
組
番
匠
屋
の
の
れ
ん
を
守
り
、
よ

い
作
品
を
作
り
た
い
と
張
切
る
川
村
さ

ん。

十
三
年
度
に
労
働
大
臣
か
ら

グ
卓
越

し
た
技
能
者
d

と
し
て
選
.ば
れ
た
。

十
六
才
の
と
き
家
名
を
継
ぎ
、
神

社
仏
閣
を
主
と
し
て
、
東
京
築
地
の

本
願
寺
、
神
奈
川
県
鶴
見
最
乗
寺
の

シ
シ
彫
り
ラ
ン
マ

、
八
尾
の
曳
山
な

ど
、
教
え
き
れ
な
い
ほ
ど
手
が
け
て

き
た
。

最
近
の
田
村
さ
ん
の
作
品

は
、
ラ
ン
マ
が
主
で
、
い
ま
は
、
そ

の
円
熟
期
と
も
い
え
る
。

番
匠
屋
十
六
代
円
を
継
ぐ
長
引
の

実
さ
ん
公
二
十
一
才
)
も
、
り

っ
ぱ

た
め
て
生
み
つ
け
、
六
月
初
め
ご

ろ
ふ
化
し
ま
す
。
ふ
化
し
た
幼
虫

は
数
民
の
毛
虫
で
、
成
長
す
る
と

三
一
誇
程
に
な
り
ま
す
。

幼
虫
の
背
中
は
、
黒
っ
ぽ
く
、

側
面
は
黄
色
で
不
規
則
な
黒
い
斑

点
が
あ
り
、
全
体
が
白
い
毛

で
お
お
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

巣
を
焼
き
す
て
る

幼
虫
の
時
代
に
糸
を
は

き
、
巣
を
つ
く
り
、
か
た
ま

っ
て
生
活
し
て
お
り
、
大
き

く
な
る
と
巣
を
離
れ
て
し
ま

い
ま
す
か
ら
、
巣
を
取
り
、

腕
き
す
て
る
な
、
と
し
た
ら
、

一

手
軽
に
防
除
で
き
ま
す
。

巣
を
つ
く
る
の
は
、
六
月

一

ご
ろ
と
八
J
九
月
の
、
年
二

回
で
す
。

…

防
除
す
る
木
が
多
い
場
合

は
、
小
さ
い
巣
の
う
ち
に
薬
剤
を

…

散
布
し
て
下
さ
い
。

薬
剤
は
、
D
E
P
剤
(
デ
イ
プ
テ
…

レ
ッ
ク
ス
、
千
J
千
五
百
倍
)
や
D
…

D
V
P
剤
(
デ
ス
、
二
千
倍
)
な
ど
…

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
濃
度
に
う
す
め
て
…

使
用
し
て
下
さ
い
。

(
林
政
課
〉

山

- 12一

ん
に
お
心
計
り
の
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
県
庁
相
談
室
(
電
話
富
山
三一

局

四

一

一
帯
)
へ
ご
連
絡
下

さ

、し
v一

六

月

の

解

説

一

一

六
月
の
和
名
を
「
み
な
っ
き
」

一

一
と
い
い
ま
す
。

奥
儀
抄
と
い

一

-
う
本
に
、

『農
事
を
み
な
し
つ

一

一
く
し
た
が
故
に
「
み
な
し
月
」

E

-
と
い
う
』
と
あ
り
ま
す
。
旧
暦

…

一
の
こ
と
で
す
か
ら
、
す
で
に
回

一

↑
植
え
作
業
は
す
み
、
旧
の
草
取

一

一
り
も
終
わ

っ
て
、
稲
作
り
の
仕
F

-
事
は
す
べ
て
し
尽
く
し
た
月
と

一

一
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

-

F

一
説
に
は
、
太
陽
暦
の
七
月

一

一
に
あ
た
る
の
で
、
黒
熱
が
き
び

一

一
し
く
、
日
照
り
が
つ
づ
い
て
、

一

一
水
も
か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

一

一
と
か
ら
「
水
無
し
月
」
が
「
み

一

一
な
っ
き
」
と
転
化
し
た
と
も
い

圃

-
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

一

こ
の
ほ
か
、
こ
の
月
の
こ
と

一

ん
を
、
田
草
月
、
風
待
月
、
鳴
神

一

一
月
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
巾

ト

一
国
で
は
、
季
夏
と
か
元
防
、
炎

一

一
陽
、
焦
月
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま

一

一
す
。
い
ず
れ
も
旧
暦
で
す
か
ら

一

日
何
日
目
片
U
Hし

な
彫
刻
師
。
庖
先
で
は
、
道
行
く
人

も
親
子
揃
っ
て
、
ク
ス
板
に
ノ
ミ
を

走
ら
せ
る
姿
に
起
を
と
め
て
見
入
る

ほ
ど
、

二
人
の
イ
キ
が
合

っ
て
い
る
。

ま
た
、
志
願
者
は
、
全
国
各
地
か

ら
き
て
い
る
が
、
本
当
に
好
き
で
志

望
し
て
く
る
方
は
、
素
質
も
よ
く
有

望
と
か
。

「
家
に
も
鳥
取
か
ら
青
年

が
き
て
い
る
が
、
大
変
熱
心
で
す

ね
。
」
と
若
い
世
代
の
育
成
に
か
け

る
名
人
で
も
あ
る
。

- 13-



カメラルポ

農業試験場本館…・・市街化等に伴い富山市熊野地区に移転がきまった。

四
月

に

稲

刈

り

富
山
県
農
業
試
験
場

本場

企

機械化実験農場

富
山
市
太
郎
丸
に
あ
る
本
場
で
は
、
主
に
水

稲
に
つ
い
て
試
験
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
を
見
ま
す
と
、
人
工
交
配
、
世
代

促
進
に
よ
る
水
稲
新
品
種
の
育

成
、
品
種
の
特
性
検
定
、
う
ま

い
米
づ
く
り
の
た
め
の
産
米
改

早くも稲刈り…・・機械化実験農場の世代促進温室では、 4月24日早くも稲刈り、ここで

は3回収催し、新品の短期育成をめざしている。

良
試
験
、
施
肥
改
善
と
し
て
、
土
壌
型
別
に
よ

る
施
肥
養
分
の
効
率
向
上
や
、
奨
励
品
種
の
栽

培
法
。

四
年
度
に
富
山
市
熊
野
地
区
に
十
八
万
五
千
平

方
財
の
用
地
を
購
入
、
本
年
か
ら
三
か
年
計
画

で
本
場
を
建
設
、
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
富
山
市
布
市
に
あ
る
機
械
化
実
験
段
場
で

は
、
省
力
化
を
進
め
る
た
め
、
試
験
田
で
の
水

稲
直
播
試
験
、
水
田
雑
草
の
発
生
を
消
長
し
た

り
、
ヒ
エ
の
防
除
に
関
す
る
試
験
研
究
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

基
盤
整
備
に
作
い
水
旧
に
お
け
る
ト
ラ
ク
タ

ー
の
走
行
能
率
、
施
肥
の
省
hM
化
に
つ
い
て
の

試
験
も
こ
こ
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

機
械
化
面
で
は
、
湛
水
し
な
い
で
耕
や
し
た

状
態
で
種
子
を
届
く
位
旧
直
播
、
従
来
の
粧
水

ま
た
、
地
力
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
土
壌
の

調
査
試
験
を
行
な
い
。
病
害
虫
関
係
で
は
、
発

生
予
察
情
報
の
提
供
と
か
、
予
防
方
法
の
研
究

を
し
、
適
時
適
切
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
利
用
し
て
新
品
種

の
育
成
と
、
養
分
の
吸
収
過
程
の
追
跡
を
行
な

い
、
土
壌
中
の
施
肥
成
分
の
動
向
を
追

っ
て
い

ま
す
。最

近
、
こ
の
本
場
も
住
七
や
工
場
の
進
出
に

よ
っ
て
市
街
地
と
な
り
、
排
水
面
な
ど
に
支
障

を
き
た
す
恐
れ
も
で
て
き
ま
し
た
の
で
、
四
十

， 

本場の土壌実験室では、各地の土壌の分析試験が行なわれている。

期
間
を
裂
し
ま
す
が
、
こ
と
し
は
、
エ
キ
ス
ポ

・
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
新
品
種
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
菜
の
研
究
と
し
て
、
は
く
さ
い
、
大
似
、

か
ぶ
な
ど
の
品
種
改
良
の
た
め
、
峨

μ
は
育
種

用
温
室
に
と
じ
こ
も
っ
て
人
工
長
粉
を
行
な
っ

て
お
り
、

持
培
法
の
改
善
の
た
め
、
水
田
一
表

作
は
く
さ
い
の
省
力
化
、
ふ
き
の
栽
培
改
善
試

験
、
い
ち
ご
の
緩
効
性
肥
料
の
試
験
や
ト
マ
ト

の
ハ
ウ
ス
に
よ
る
促
成
栽
培
な
ど
を
行
な
っ
て

直
播
、
田
植
機
の
実
用

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
省

力
化
、
近
代
化
を
図
ろ

う
と
力
を
入
れ
て
い
ま

す。
砺
波
市
花
園
町
に
あ

る
の
が
、
砺
波
閑
芸
分

場
。
本
県
は
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
版
売
、
輸
出
数

量
と
も
に
全
国
一
を
誇

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
品

種
が
な
ん
と
七
百
種
に

及
ん
で
い
ま
す
。
県
で

原子吸光分光分析装置・・・・・・植物や土壌中に含まれる成分の分析をする

は
、
本
県
に
適
し
た
新
品
種
の
育
成
の
た
め
、

交
配
に
よ
る
新
品
種
の
育
成
を
め
、
ざ
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
新
品
種
の
育
成
に
は
、
相
当
の

ヵーンマ一線照射室内部……アイソトープ利用によって新品種の

育成をめざす。

四幽岡崎嗣

どなど

機械化実験農場の土質実験室では、土質の試験にけんめい。

い
ま
す
。

従
来
西
瓜
は
、
つ
る
の
長
い
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
つ
る
を
短
性
に
し
て
反
収
量
の

増
加
と
管
理
の
省
刈
化
を
進
め
よ
う
と
研
究
中



で
す
。魚

津
市
太
郎
丸
に
あ
る
魚
津
果
樹
分
場
で

は
、
な
し
、
も
も
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
な
ど
に

つ
い
て
試
験
、
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
最
近
の
高
級
品
種
の
需
要
増
加
に
伴
い
、

新
品
種
の
更
新
試
験
、
新
品
種
と
在
来
品
種
の

比
較
試
験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
省
力
化
に
つ

い
て
は
、
機
械
導
入
に
よ
る
果
樹
園
の
設
定
に

つ
い
て
の
試
験
研
究
。
土
壌
、
養
分
溶
肥
を
調

べ
る
た
め
、
ラ
イ
シ
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
試

験
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
接
ぎ
木
や
病
害
虫
の
防
除
試
験
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
農
業
試
験
場
で
は
、
農
業
経
営

の
近
代
化
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

機械導入によって省力化を進めるため、スピードスプレーヤーよる果樹園の薬剤散布

果樹ライシメーター…コンクリート枠で、仕切って、養分溶肥試験を行なっている《

-16一

りの葉間節を短かくし、成長を抑制して

管理の省力化を図るため、抑制l剤散布による試験。

昭大 明

和正 治
8 9 42 31 28 26 22 17 

年

魚津果樹分場本館 砺波園芸分場本館

10 9 

」

勧
業
試
験
場
と
し
て
、
富
山
市
稲
荷
町

一

(
当
川
上
新
川
郡
)
に
設
立
。

一

員
事
試
験
場
と
改
称
、
本
場
を
東
団
地

恥

方
に
移
転
。

…

上
新
川、

婦
負
郡
、
下
新
川
郡
、
射
水

一

郎
、
砺
波
市
に
支
部
を
設
置
。

圃

試
験
本
場
と
砺
波
支
部
を
閉
鎖
、
他
の

一

支
部
を
郡
役
所
に
移
管
。

一

本
場
を
県
立
福
野
農
学
校
に
再
設
、
郡

一

立
農
事
試
験
場
を
廃
止
。

一

現
在
の
太
郎
丸
に
移
設

一

県
立
薬
草
間
を
本
場
の
所
管
と
し
た
。

一

県
立
産
業
請
出
所
を
設
置
。

-

E・E・-----E・・、相必u・・・
園開幽圃圃・・・置
E・E・-----圃

砺
波
に
閑
芸
分
場
を
設
置
。

一

黒
部
、
古
山
、
山
田
、
射
水
、
砺
波
に

一

優
良
米
適
地
育
種
試
験
地
を
設
置
。

一

優
良
米
適
地
育
種
試
験
地
は
、
山
田
を

一

伐
し
他
を
廃
止
。

一

農
業
研
究
機
関
の
整
備
統
合
に
よ
り
、
一

農
事
試
験
場
、
山
町
閑
芸
試
験
分
場
、

一

山
旧
試
験
地
、
林
業
試
験
場
、
総
合
農

一

事
講
習
所
、
種
畜
場
、
農
業
講
習
所
を

-

廃
止
し
、
高
山
県
農
業
試
験
場
を
設
立

-

し
、
出
町
同
芸
分
場
、
福
沢
農
林
実
習

F

分
場
、
大
沢
野
種
畜
分
場
お
よ
び
附
設

一

農
業
講
習
所
を
設
置
し
た
。

…

本
舘
及
び
化
学
、
病
害
虫
実
験
室
が
完

…

成
、
氷
見
試
験
地
が
設
け
ら
れ
た
。

司

富
山
産
業
教
育
舘
を
本
舘
内
に
お
く
。

一

林
業
試
験
場
が
、
富
山
県
農
業
試
験
場

一

林
業
部
と
し
て
本
場
に
併
設
。

一

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
研
究
室
、
ガ
ン
マ
ー
線

一

照
射
室
、
農
研
会
舘
が
本
場
内
に
設
置

一

林
業
部
が
、
立
山
町
吉
峰
に
林
業
指
導

一

所
と
し
て
独
立
。
(現
、
林
業
試
験
場
)
一

種
畜
場
を
畜
産
試
験
場
と
改
称
し
た
。

一

魚
津
市
六
郎
丸
地
内
に
果
樹
分
場
を
新

-

設。

-

ん日出
山
市
布
市
地
内
に
機
械
化
実
験
農
場

~

新
設
。

U

機
械
化
実
験
農
場
に
水
稲
世
代
促
進
温

…

室
設
置
。

…

魚
津
果
樹
分
場
に
ラ
イ
シ
メ
ー
タ
ー
、

.

機
械
化
実
験
農
場
に
土
質
実
験
室
が
完

一

成
。

一

-17ー

農
業
試
験
場
の
う
つ
り
か
わ
り

20 24 27 32 28 33 34 37 38 40 42 
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丹、
品A、

山

園

豊島

禽

轟

重量

宮
野
山
公
園
は
、
m
ぃ……部
市
の
東
方
に
位
置
し
、
東

西
に
制
長
く
開
け
た
九
万
平
方
円
以
の
傾
斜
地
。
同
道

八
号
線
に
近
く
、
市
街
地
に
接
す
る
標
高
百

M
の
台

地
で
あ
る
。

こ
の
公
園
は
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
が
特
徴

で
、
市
街
地
は
も
と
よ
り
、
宮
山
湾
、
能
畳
半
島
の

景
勝
も
一
望
に
お
さ
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
北
ア
ル
プ

ス
述
怖
の
秀
麓
な
景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
五
百
本
の
桜
が
舶
え
ら
れ
た
の
を
は
じ

め
、
つ
つ
じ
、
松
な
ど
が
白
生
し
、
将
来
似
と
花
の

名
所
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

巾
バ
部
市
に
は
、
中
心
と
な
る
広
場

・
公
聞
が
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
三
十
六
年
に
宮
野
山
介
地
の
公

国
化
計
両
が
た
て
ら
れ
、

。
市
の
小
心
公
悶
の
役
割
り
を
は
た
す
施
設
を
つ
く

る。
。
学
校
遠
足
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
、
児
荒
川
一
ぎ
施

設
を
そ
な
え
る
。

。
休
日
な
ど
に
気
軽
に
ゆ
け
る
。
家
族
や
グ
ル
ー
プ

川
の
施
設
を
と
と
の
え
る
。

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
ね
ら
い
は
、
徐

々
に
実
胤
し
つ
つ
あ
り
、
{内野
山
公
闘
は
、
し
だ
い

に
山

・
県
民
の
や
す
ら
ぎ
の
場
に
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
い
ま
、
大
芝
生
地
、
運
動
場
、
遊
ぎ
地
ぷ
、

レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が
り
っ
ぱ
に
で
き
あ
が
る
け
を

心
持
ち
に
し
て
い
る
。

一
方
、
公
園
の
最
東
端
の
高
台
に
は
、

全
同
で
も

数
少
な
い
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
式
の
仏
合
利
塔
が
、
仏
ι
中川利

未
替
一
会
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昨
年
よ
り

建
設
中
の
、
県
下
一
の
胤
肢
を
誇
る
新
川
政
牧
場
が

隣
接
す
る
な
ど
、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス
と
し

て
県
内
は
も
と
よ
り
、
遠
来
の
客
に
も
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
き
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日曜日の朝はテレビで県政を

雄君開聞週 県政の広報事項を、フィルム構成および対談で放送します。

(毎週日曜日〉

北日本放送 (7: 35--7 : 50) 富山テレビ (7:30--7 :45) 
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